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研究成果の概要（和文）：米国ジェファーソン研究所(JLab)における高品質電子ビームを用いたラムダハイパー
核精密分光実験を展開した。特に放射性物質である三重水素（トリチウム）標的を用いた原子番号ゼロの(電荷
を持たない)ハイパー核であるΛnn系探索実験を国際共同実験として遂行し、データ解析を進め、生成断面積の
上限値を得ることに成功した。
また、次世代ハイパー核分光実験にむけて、我々が国内で設計、製作しJLabに設置した高分解能K中間子検出器
(HKS)と組み合わせて使用する電磁石系を製作し、次世代実験の準備が整った。

研究成果の概要（英文）：We have performed spectroscopic study of Lambda hypernuclei using a 
high-quality electron beam at the Jefferson Laboratory (JLab) in the United States. In particular, 
we have conducted an international joint experiment to search for the n-n-Lambda system, which is a 
hypernucleus with zero atomic number (charge less), using a radioactive tritium target. We 
successfully obtained an upper limit for the production cross section of 3H(e,e'K+) Lambda-n-n 
reaction.
In addition, for the next generation hypernucleus spectroscopy experiment, we constructed a magnetic
 system, which is used in combination with a High-resolution Kaon Spectrometer (HKS) which we 
designed and fabricated in Japan and installed at the JLab. Preparations for the next generation 
experiment were completed and now we are ready for the beam.

研究分野： 原子核物理

キーワード： ハイパー核　電磁生成　電子ビーム　ストレンジネス　ハドロン

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
米国ジェファーソン研究所(JLab)で展開した軽いラムダハイパー核の電磁生成実験により、原子番号ゼロ（電荷
を持たない）のハイパー核に関して、その生成断面積の上限値という重要な知見を得ることができた。この結果
より、未だに十分理解されていないラムダー中性子間のバリオン力に関する情報が得られた。また、次世代ハイ
パー核実験に必要な電磁石系を製作し、ハイペロンパズル（重い中性子星の謎）解決に向けた次世代実験への扉
を開いた。さらに、ドイツマインツ大学、東北大学電子光理学研究センターにおいても軽いハイパー核分光およ
びラムダー中性子間バリオン力に関する基礎研究を進めることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
陽子、中性子間に働く核力は豊富な実験データに支えられ精密に理解されているがハイペロン-

核子(YN)相互作用に関しては散乱データがほとんど存在しないため、その理解は十分とは言い

難い。核力とハイペロン間の相互作用をバリオン間相互作用としてより広く理解することによ

り、強い相互作用を QCD で理解できる近距離（高エネルギー）領域と QCD の非摂動領域である

遠距離（低エネルギー）領域の橋渡しをすることができる。ハイパー核研究は、ハイペロン-核

子相互作用に関する情報を得る上で欠くことの出来ない数少ない研究手段の一つになってい

る。 

 アップ、ダウンクォークだけで構成される通常核に対し、ハイパー原子核はストレンジクォー

クを核内に持つ原子核である。従来、ハイパー原子核の研究はつくばの KEK-PS, 米国 BNL-AGS 

において、π、K中間子ビームを用いた( ,K+) (K-, )反応により精力的に進められてきた。 

我々が JLab において創始したハイパー核の電磁生成分光実験では中間子ビーム実験とは違い中

性子ではなく、陽子を最も軽いハイペロンであるΛ粒子に変えるという特徴がある。このため、

π、K中間子ビームを用いた方法とは違った新種のΛハイパー核を生成可能であり、これまで研

究されてきたハイパー核と相補的な研究が可能である。さらに、高品質な電子ビームを使うため、

反応分光法として最高分解能(～0.5MeV, 従来の二次中間子ビーム実験では～2MeV)で測定する

ことが可能である。ハイパー核の電磁生成断面積が強い相互作用により生成される断面積より

も 1000 倍近く小さい事、散乱電子による膨大な背景雑音に対応する必要がある事など実験的困

難も多いが、JLab で得ることができる高品質の電子線、我々によって導入された新しいスペク

トロメータ（HKS,HES）、散乱電子スペクトロメータの設置方法の工夫等により Λハイパー核の

電磁生成分光という新しい学問分野が確立した。 

 

特に、 He ハイパー核、つまり中性子ハロー核である 6He にΛが束縛した極めてユニークな

原子核の分光に成功したことは国際的に大きな注目を浴びた(国際会議９件の招待講演)。この

実験により近年の精密理論計算との詳細な比較検討が可能である質量数 7、アイソスピン 1のハ

イパー核アイソスピン 3重項( He, Li∗, Be)のうち、束縛エネルギーが知られていなかった最後

のデータを得ることに成功した。 

6-70 年代に原子核乾板で測定された質量数 4 のハイパー核アイソ二重項( H, He)のΛ束縛エ

ネルギーが基底、励起状態の双方で 240～350 keV も違うことから「核力は核子の種類に依存し

ない」という常識がΛには通用しないのではないか(荷電対称性の破れ=CSB)ということが示唆

されていた。 

 

精密理論計算と現象論的なΛN相互作用の CSB ポテンシャルを組み合わせると、我々が測定

した Heを含む 質量数 7 ハイパー核三重項の実験結果と大きく食い違い、質量数 4系で必要な 

CSB ポテンシャルが質量数 7系では不要であるように見える。つまり、Λ-陽子とΛ-中性子の

間に働く力に差があるのかどうか、という極めて基本的な部分の理解が現象論的にすら不十分

であるか、もしくは 6,70 年代の実験結果を最新の実験技術で再測定する必要があることを意味

する。問題を明確にするため 2015 年、我々はハイパー核崩壊π中間子分光法という新手法を用

いて、マインツ大において Hの基底状態の束縛エネルギーの測定を行った。同年、J-PARC でも

Heの 1+状態の励起エネルギーが精密分光され、これらの結果より A=4 体系ハイパー核の基底



状態では昔から言われていたように CSB があるが、励起状態では従来の理解とは違い CSB はほ

ぼ無い、ということが分かった。これらの新しい実験結果から、原子核中のΛ粒子にΣ粒子の

成分が混じる、つまりΛN-ΣN結合に起因した有効ΛNN 三体力が CSB の理解に重要であること

が示唆された。本研究開始直前の１年間で、 H, Heの研究が著しく進展し、ハイパー核で陽

子・中性子とラムダ粒子の相互作用の違いおよび多体効果、つまりハイパー核のアイソスピン

依存性を調べることが急務であることが世界的に広く認識された。 

 
 
２．研究の目的 
同位体濃縮した 48Ca, 40Ca 標的を用いてハイパー核のアイソスピン依存性を測定する研究を

米国ジェファーソン国立研究所(JLab)に実験提案し、2016 年 6 月に開催された JLab PAC44 に

おいて最高評価(grade A)で実験が採択された(JLab E12-15-008 実験)。日本グループが主導す

る国際共同研究の中で、ラムダハイパー核の束縛エネルギーを 40Ca, 48Ca 標的を用いて最高精

度で分光し中重ハイパー核束縛エネルギーのアイソスピン依存性を世界で初めて明らかにす

る。実験結果を理論計算と詳細に比較・検討することにより、現在のバリオン間相互作用に不

足している部分を明らかにし、ハイペロンパズルを解決へ大きく前進することができる。ま

た、放射性物質であるため取り扱いが極めて難しい三重水素（トリチウム）標的を用いて

( , )反応により原子番号ゼロのΛハイパー核(nnΛ)を研究することができる。この系を

調べることでいまだ未知の部分が多いΛnバリオン力についての情報を得ることができる。 

 
３．研究の方法 
本申請研究では、米国ジェファーソン研究所(JLab)において、最高評価で採択された E12-15-

008 実験(Contact person:S.N.Nakamura)を日本が主導する国際共同研究として推進する。この

実験で必要となるセプタム電磁石の設計、製作するのと並行して、測定器のテストおよび基礎物

理データ収集をマインツ大 MAMI, 東北大 ELPH の電子加速器を駆使して行う。これらの電子線

加速器において得られた基礎データと JLab における 40Ca, 48Ca 標的を用いたハイパー核のア

イソスピン依存性測定から、中性子星内での多体斥力の振る舞いを調べる。 

従来の中間子ビームを用いたラムダハイパー核反応分光に比べ、圧倒的に改善した電子ビ

ームによる sub-MeVのエネルギー分解能によりこれまで不可能であった精度でバリオン間相

互作用の研究を進めることが可能になる。 

 また、放射性物質であり取り扱いが極めて難しい三重水素（トリチウム）標的を用いた E12-

17-003 実験もジェファーソン研究所において、その物理的意義が高く評価され、急遽実施が認

められた。そこで、 ( , )反応を用いて原子番号ゼロのΛハイパー核(nnΛ)の探索実験を

遂行する。このデータから nnΛの存否、Λn バリオン力に関しての情報を引き出すことができ

る。 

 

４．研究成果 

 米国ジェファーソン研究所(JLab)においてトリチウム標的を用いた原子番号ゼロのΛハイパ

ー核(Λnn)の探索実験を遂行した。Λnn は存在が確立している最も単純なラムダハイパー核で

ある H (Λpn)の陽子を中性子で置き換えた電荷を持たない原子番号ゼロのハイパー核であり、

Λp と Λn の間に働くバリオン間力に違いがあるかどうか（荷電対称性の破れ）を調べる上でも、

未だ十分な研究が進められていない Λ を含む三体力研究にとっても、極めて重要なシステムで

ある。ドイツ GSI 研究所のグループにより束縛状態としてその存在が示唆されていたものの、実

験的にはその存否は確立していない。 



 我々が JLab で確立したラムダハイパー核電磁生成分光法を用いれば H(e, e K )Λnn反応によ

り、もし Λnn 状態が存在すればそれが束縛状態であっても共鳴状態であっても調べることが可

能である。このためには放射性物質であり取り扱いが極めて難しい三重水素(トリチウム)標的が

必要であるが、40TBq(0.3MPa at 40K)の低温ガストリチウム標的を用いて国際共同実験として

データを収集した（図 1）。 
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 収集したデータは日米で独立した解析チームを組織し注意深く解析を進めた。コロナ禍のた

め直接に顔を合わせての議論はできなかったが、オンライン会議等のインターネットコミュニ

ケーションツールを駆使して解析手法の健全性を確認しながら解析を進めた。その結果、Λnnの

有意な信号は観測されなかったが ( , )Λnn生成断面積の上限値を初めて求めることに成

功した(図 2、鈴木一輝博士論文, 2022, 京都大学、B.Pandey Ph-D Thesis 2021, Hampton Univ.)。 

 得られたスペクトラムにはラムダ粒子生成閾値エネルギー（ = 0）より上にΛ粒子準自由生

成反応に起因する事象が観測されたが、Λ生成閾値近くではこれだけでは説明の付かないエン

ハンスメントが見つかった。これはΛn間の終状態相互作用に起因すると考えられ、現在も詳細

な解析が進められているが、Λnの散乱長、有効距離に関して新たな知見がえられた（板橋浩介博

士論文 2022, 東北大学)。 

 

図 1. ジェファーソン研究所において実験に使用した低
温ガス標的。25cm 長の葉巻型のガス標的を 5本用意して
上から三重水素、水素、重水素、ヘリウム 3ガスを封入
した。最後の 5本目はバックグラウンドを調べるための
空容器である 



 
 
 上記、ジェファーソン研究所におけるΛnn実験と並行して次世代ハイパー核実験に必要なセプ
タム電磁石の設計・製作を進めた。コロナ禍のため長期に渡り米国における現地作業は進めるこ
とができなかったが、当初想定していたようにジェファーソン研究所に既存のダークフォトン
探索実験に使用した電磁石を改造してセプタム電磁石を作るのではなく、別予算で製作したハ
イパー核実験に特化した電磁石をベースに追加部品（アタッチメント）を取り付けることで、当
初予定していたよりも性能の良いシステムを完成することができた。 
 
また、ドイツマインツ大学においてはアンジュレータを用いた電子ビームエネルギー精密測

定技術の開発に成功し、最も単純なハイパー核でありながら束縛エネルギーと寿命が無矛盾に
理解できない Hの束縛エネルギー精密測定実験に向けた基礎的技術を確立することに成功した。 
 
さらに、東北大学電子光理学研究センターにおいては放射線損傷し使用できなくなった光子

標識化装置を新造し、終状態相互作用を用いてΛnバリオン間力を測定する実験の準備を進めた。
コロナ禍において、米国、ドイツへの渡航が長期に渡り不可能になり、本研究にも大きな影響が
あったが、国内の研究拠点として東北大学電子光理学研究センターの電子加速器を用いて測定
器開発、調整、基礎的研究を進めることができ、研究を継続することが可能となった。 

図 2. ジェファーソン研究所において得られた ( , )⬚ Λnn
反応による反応断面積のラムダ束縛エネルギー依存性。本結果
は K.Suzuki et al. Prog.Theor.Exp.Phys. 2022 013D01 で報告
され、京大・東北大共同でプレスリリースした(2022/3/8)。 
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ELPHにおけるΛハイパー核実験のためのMPPCを用いた新ToF測定器の開発

JLabにおけるnnΛ探索実験の解析現状

Q2～0.5 (GeV/c)2におけるハイペロン電磁生成の超前方微分断面積測定

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2021年年次大会

日本物理学会2021年年次大会

日本物理学会2021年年次大会

中村雄紀 他 JLab Hypernuclear Collaboration

秋山タケル 他 JLab Hypernuclear Collaboration

水野柾哉 他 JLab Hypernuclear Collaboration

奥山和樹

東北大学理学・生命合同シンポジウム2021

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

JLabにおける中重ラムダハイパー核分光実験のためのターゲットシステムのデザイン

JLabにおけるラムダハイパー核分光実験のためのK中間子識別用水チェレンコフ検出器の刷新 (2)

電子光理学研究センターBM4ビームライン光子標識化装置の開発

高エネルギー電子加速器を用いた奇妙な粒子(ストレンジネス) 生成反応の研究

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2019年

2019年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

THEIA-STRONG2020 Workshop 2019（招待講演）（国際学会）

J-PARC 10th Anniversary Symposium（招待講演）（国際学会）

Workshop on electro- and photo-producion of hypernuclei 2020（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

S.N.Nakamura

T. Gogami

S.N.Nakamura

S.N.Nakamura

19th International Conference on Hadron Spectroscopy and Structure in memoriam Simon Eidelman (HADRON 2021)（招待講演）（国
際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Spectroscopic Study of Lambda Hypernuclei at JLab

What we measured and will investigate for the ΛN interaction study with electron beams at JLab

Precise spectroscopy of Lambda hypernuclei with electron and meson beams

Strangeness Nuclear Physics with Electron/Photon Beams

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
International School for Strangeness Nuclear Physics (SNP School 2019),（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Workshop on electro- and photo-producion of hypernuclei 2020（招待講演）（国際学会）

S.N.Nakamura

S. Nagao

K. Okuyama, T. Akiyama, Y. Fujii, T. Gogami, K. Itabashi, M. Kaneta, K. Maeda, S. Nagao, S.N. Nakamura,  K.N. Suzuki, Y.
Toyama, K.Uehara,

K. N. Suzuki, T. Akiyama, K. Itabashi, K. Uehara, K. Okuyama, M. Kaneta, T. Gogami, Y. Toyama, S. Nagao, S.N. Nakamura, Y.
Fujii

Workshop on electro- and photo-producion of hypernuclei 2020（国際学会）

International School for Strangeness Nuclear Physics (SNP School 2019),（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Strategy for the next hypernuclear experiment at JLab

Overview of lifetime measurements on hyper-hydrogens at ELPH Tohoku

Development of an aerogel Cherenkov counter with MPPC readout for rejecting e+e- backgrounds

Optics design and study of the next Lambda hypernuclear spectroscopy at JLab

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 2019 年秋季大会 (山形大学小白川キャンパス)

東北大学 理学・生命科学研究科合同シンポジウム 2020

日本物理学会　第75回年次大会(2020年)（オンライン）

鈴木一輝, 秋山タケル, 板橋浩介, 上原圭太, 奥山和樹, 金田雅司, 後神利志, 外山裕一, 永尾翔, 中村哲, 藤井優,

板橋浩介

中村雄紀, 永尾翔, 中村哲

藤原友正, 秋山タケル, 板橋浩介, 上原圭太, 奥山和樹, 金田雅司, 外山裕一,永尾翔, 中村哲, 中村雄紀

日本物理学会　第75回年次大会(2020年)（オンライン）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

JLabにおける中重核ラムダハイパー核の束縛エネルギー精密分光

原子核番号 0 の Λ ハイパー核探索実験

Geant4を用いた(e,e'K+)反応分光実験セットアップの最適化

ELPHにおけるΛハイパー核実験のための新TOF測定器の開発

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会　第75回年次大会(2020年)（オンライン）

日本物理学会　第75回年次大会(2020年)（オンライン）

日本物理学会　第75回年次大会(2020年)（オンライン）

 ３．学会等名

鈴木一輝, 秋山タケル, 板橋浩介, 上原圭太, 梅崎英一, 奥山和樹, 片山一樹, 金田雅司, 後神利志, 外山裕一, 豊田峻史, 永尾翔,中村
哲, 中村雄紀, 藤井優, 藤原友正, 他JLab Hypernuclear Collaboration

永尾翔, 秋山タケル, 板橋浩介, 上原圭太, 梅崎英一, 奥山和樹, 片山一樹, 金田雅司, 後神利志, 鈴木一輝, 外山裕一, 豊田峻史, 中村
哲, 中村雄紀, 藤井優, 藤原友正, 他JLab Hypernuclear Collaboration

深田憲史, 藤岡宏之, 金田雅司, 外山裕一, 永尾翔, 中村哲, 他 NKS2 Collaboration

外山裕一, 秋山タケル, 板橋浩介, 上原圭太, 奥山和樹, 金田雅司, 中村哲, 中村雄紀, 藤原友正, 前田和茂, 他NKS2 Collaboration

日本物理学会　第75回年次大会(2020年)（オンライン）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

JLabにおける電子線を用いた3ΛHの束縛エネルギーの高精度測定

JLabにおける次世代ハイパー核分光実験の準備状況

η’d束縛状態の探索に向けたγ+d反応の解析

ELPHにおける軽いΛハイパー核寿命測定実験の準備状況

 １．発表者名

 １．発表者名
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2020年

2020年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
13th International Conference on Hypernuclear and Strange Particle Physics (HYP2018)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会　第75回年次大会(2020年)（オンライン）

板橋浩介, 秋山タケル, 上原圭太, 梅崎英一, 奥山和樹, 片山一樹, 金田雅司, 後神利志, 鈴木一輝, 外山裕一, 豊田峻史, 永尾翔, 中村
哲, 中村雄紀, 藤井優, 藤原友正, 他JLab Hypernuclear Collaboration

上原圭太, 秋山タケル, 板橋浩介,梅崎英一, 奥山和樹, 片山一樹, 金田雅司, 後神利志, 鈴木一輝, 外山裕一, 豊田峻史, 永尾翔, 中村
哲, 中村雄紀, 藤井優, 藤原友正, 他JLab Hypernuclear Collaboration

片山一樹, 秋山タケル, 板橋浩介,上原圭太, 梅崎英一, 奥山和樹,  金田雅司, 後神利志, 鈴木一輝, 外山裕一, 豊田峻史, 永尾翔, 中村
哲, 中村雄紀, 藤井優, 藤原友正, 他JLab Hypernuclear Collaboration

Satoshi N. Nakamura

日本物理学会　第75回年次大会(2020年)（オンライン）

日本物理学会　第75回年次大会(2020年)（オンライン）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

JLabにおける3H(e,e'K+)nnΛ実験の解析現状

ハイパー核寿命測定実験用スタートカウンターの開発と製作

JLabにおける大強度電子線を用いたハイパー核分光におけるトリガーシステム

Spectroscopy of elctro-produced hypernuclei at JLab

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

13th International Conference on Hypernuclear and Strange Particle Physics (HYP2018)（国際学会）

13th International Conference on Hypernuclear and Strange Particle Physics (HYP2018)（国際学会）

5th Joint Meeting of the APS Division of Nuclear Physics and the Physical Society of Japan (Hawaii2018)（招待講演）（国際学
会）

T.Gogami

S.Nagao

Satoshi N Nakamura

T. Gogami

5th Joint Meeting of the APS Division of Nuclear Physics and the Physical Society of Japan (Hawaii2018)（招待講演）（国際学
会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Spectroscopy of 7ΛHe and 10ΛBe at JLab

Feasibility of lifetime measurements on hyperhydrogens with the photon beams

Topics on (e,e'K+) spectroscopy of Λ hypernuclei at JLab

Search for the Lambda-nn state using electron scattering

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

8th International Conference on Quarks and Nuclear Physics (QNP2018)（国際学会）

8th International Conference on Quarks and Nuclear Physics (QNP2018)（国際学会）

RCNP研究会「ガンマ線ビームを用いた原子核・ハドロン物理の新局面と今後の展望」

 ３．学会等名

S. Nagao

永尾翔

M.Kaneta

M.Kaneta

5th Joint Meeting of the APS Division of Nuclear Physics and the Physical Society of Japan (Hawaii2018)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

High resolution mass spectroscopy of hypernuclei with primary electron beams: Recent results and prospects

1GeV 領域の光子ビームを用いたハイパー核物理の展開

Status of Λn Interaction study via the final state interaction in γ+d→K++Λ+n production

Status of Lambda-n interaction study via the final state interaction effect in γd→K+Λn production

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
13th International Conference on Hypernuclear and Strange Particle Physics (HYP2018)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

新学術領域研究（量子ビーム応用）若手ハードウェア研究会

外山裕一

外山裕一、秋山タケル, 板橋浩介, 上原圭太、 奥山和樹, 金田雅司, 神田浩樹, 後神利志, 小西由浩, 中村哲, 前田和茂

板橋浩介, 上原圭太, 金田雅司, 後神利志, 小西由浩, 外山裕一, 中村哲, 前田和茂, 永尾翔, 藤井優,F.Garibaldi, G.M Urciuoli,
P.E.C. Markozitz, J. Reinhold, L. Tang 他 JLab Hypernuclear Collaboration

Y. Toyama

日本物理学会第74回年次大会（九州大学）

日本物理学会第74回年次大会（九州大学）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ハイパートライトン寿命測定用検出器

MPPCを用いたハイパー核寿命測定用高時間分解能検出器・TDLの開発(2)

JLabにおける3H(e,e’K+)反応を用いたnnΛ状態探索実験

Developments of a detector system for lifetime measurement of light hypernuclei

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

13th International Conference on Hypernuclear and Strange Particle Physics (HYP2018)（国際学会）

International School for Strangeness Nuclear Physics (SNP School 2018)（国際学会）

International School for Strangeness Nuclear Physics (SNP School 2018)（国際学会）

K.Itabashi

Yuichi Toyama

Keita Uehara

Kosuke Itabashi

International School for Strangeness Nuclear Physics (SNP School 2018)（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Design of a target system for Lambda hypernuclear spectroscopy at JLab

Future plans and current status of a direct lifetime measurement of hypernuclei at ELPH

Developments of aerogel Cherenkov counters for hypernuclei lifetime measurements

Target system design for spectroscopy of 40,48ΛK hypernuclei at Jefferson Lab

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

8th International Conference on Quarks and Nuclear Physics (QNP2018)（国際学会）

2018年度電子光理学研究拠点共同利用成果報告会（ELPHシンポジウム2019）

2018年度電子光理学研究拠点共同利用成果報告会（ELPHシンポジウム2019）

 ３．学会等名

奥山和樹　他

秋山タケル　他

Kazuki Okuyama and Takeru Akiyama

Yuichi Toyama, Toshiyuki Gogami, Kosuke Itabashi, Hiroki Kanda, Yoshihiro Konishi, Sho Nagao, Saotshi N. Nakamura, Kazushige
Maeda, Eita Uehara

Undergraduate Students’ Session 5th Joint Meeting of the APS Division of Nuclear Physics and the Physical Society of Japan
(Hawaii2018)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

小型エアロジェルチェレンコフカウンターの開発に向けたMPPC接続方法の評価

ハイパー核電磁生成分光実験用水チェレンコフカウンターの開発

Development of the compact aerogel Cherenkov counter

Status of a lifetime measurement of light hypernuclei using high intensity tagged photon beam at ELPH

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
HADRON2017, Saoamanca, Spain（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会第74回年次大会（九州大学）

奥山和樹, 秋山タケル, 板橋浩介, 上原圭太, 金田雅司, 後神利志, 小西由浩, 外山裕一, 永尾翔, 中村哲

秋山タケル, 板橋浩介, 上原圭太, 奥山和樹, 金田雅司, 後神利志, 小西由浩, 外山裕一, 永尾翔, 中村哲

S.N.Nakamura

S.N.Nakamura

日本物理学会第74回年次大会（九州大学）

2nd EMMI Workshop, Anti-matter, hyper-mattter and exotica producionat LHC, Turin, Italy（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

MPPCを用いた小型エアロジェルチェレンコフカウンターの開発

次世代ハイパー核(e,e’K+)反応分光実験用水チェレンコフカウンターの開発

Electro-photo production of Λ hypernuclei and perspectives

Results from the hypernuclear physics experiment at JLab and future persoectives

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2018年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Gordon Research Conference, Nuclear Chemistry, New London, NH USA（招待講演）（国際学会）

RIKEN RIBF Colloquium（招待講演）

第八回 Muon科学と加速器研究（招待講演）

S.N.Nakamura

S.N.Nakamura

中村　哲

室井 佑太

日本物理学会　秋

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Study of Hypernuclei with Electron Beams

Study of Hypernuclei with Electron Beams - Hyperon puzzle, Hyper-triton puzzle and n3L puzzle -

高エネルギー光子で探る原子核内部と中性子星深部

Sub-GeV 光子エネルギーにおけるd(γ,π+π－d)反応

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会　秋

日本物理学会　春

日本物理学会　春

 ３．学会等名

竹内大貴

上原圭太

小西 由浩

金田雅司

日本物理学会　秋

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

整形増幅回路を含めた Multi -gaps Resistive Plate Chamberの性能評価

MPPC を用いたエアロジェルチレンコフ検出器の開発と製作

ELPH におけるハイパー核寿命測定実験用の中抜型新 TOF 検出器開発と性能評価

生成閾値領域エネルギーでのγ + d + d → K++ K++Λ+n 反応における終状態相互作用を用いたΛ n相互作用測定実験計画の現状

 １．発表者名

 １．発表者名



2018年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
SNP School 2017（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会　春

室井 佑太

S.Nagao and S.N.Nakamura

Y.Toyama

Y.Toyama

ASTRA ETC*（国際学会）

ASTRA ETC*（国際学会）
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